
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防裏に水が入ってしまったことから、

堤防のあちこちに亀裂が入るなど危険

な状態となりました。そこで、水防員

は全員引き上げ、その後に大決壊がお

こったそうです。水は近隣の田畑に流

れ込み、水田は埋没しました。 

この時の被害は甚大だったと思われ

後日、明治天皇の侍従である日野西資

博が落川・関戸を慰問に訪れ、関戸の

浸水家屋を視察し当時の状況を尋ねて

います。 

多摩川周辺のようにしばしば水害に

見舞われた地域では、水害を防ぐため

の知恵も蓄積されました。そのうちの

ひとつが、堤防の決壊を防ぐ「木流し」

という方法です。これは、樹木の枝葉

の部分に重しを付け、川に流し入れる

ことで、堤防への衝撃を緩和し、ダメ

ージを減らすものでした。 

一ノ宮地区では、木流しに「アカシ

ヤマ」と呼ばれた場所にあるアカシヤ

（ハリエンジュ）の木を用いた話が伝

わっています。「アカシヤマ」は現・せ

いせき C 館の北側に位置していました

が近年、多摩市聖蹟桜ヶ丘北地区土地

区画整理事業にて開発され急速に様変

わりしています。 

公園名やバス停名、伝承地名などに

は、かつての災害や地域の記憶が反映

されていることがあります。気になっ

た名前があれば調べてみると、思わぬ

発見があるかもしれません。 

参考：パルテノン多摩 2017『災害と多摩』 

 

秋は台風の季節ですね。かつての多

摩川はさまざまな水害に見舞われまし

た。多摩市内の多摩川周辺には水害の

痕跡や伝承が残されています。 

写真は多摩市関戸の大河原地区にあ

る「六畝歩（ろくせぶ）公園」です。「ろ

くせぶ」という公園名は、明治 43 年

(1910)の水害で砂利が入り込み、土地

の境界が分からなくなったために、六

畝歩(180 坪・約 595 ㎡)ずつ区画を割

り当て直したことから付けられたもの

です。 

明治 43 年 8 月の台風は、荒川・多摩

川・利根川水系で洪水を引き起こし、

関東地方の死者 769 名を出す大災害と

なりました。現在の多摩市域でも、多

摩川の堤防が決壊し、ふだんであれば

水が押し寄せることのない一ノ宮の小

野神社付近まで水が押し寄せたため、

境内の保安林を伐採して水を防いだほ

どでした。 

一方、関戸に残された記録では、堤

防の決壊を防ぐために集まった水防員

が堤防上の土台に蛇
じ ゃ

篭
か ご

を敷き、3 尺の

間隔で杭木を打ちこみ、それを筵
むしろ

など

で覆い、砂礫
さ れ き

を掛けたり、土俵を並列

させるなどして堤防の裏側に水が流れ

込まないようにしたことが述べられて

います。しかし、上流のくぼ地から堤 

 

 

 

 

 

 

 

からきだ菖蒲館 1 階壁面に飾られて

いる、かつての唐木田の風景が描かれ

た一枚の大きな絵をご覧になりました

でしょうか？ 

現唐木田駅から榎戸公園までの間、

奥には後にからきだの道となる台地が

描かれています。絵の作者は横倉舜三

氏。2011 年菖蒲館の開館に合わせ寄贈

されました。当時、多摩ニュータウン

タイムズ社社主だった舜三氏は、この

一枚の絵の中に唐木田の歴史を留めて

います。それは集落と農用地からなる

牧歌的風景です。 

昭和 30 年代、唐木田稲荷神社近くの

ビャク(土砂崩れ)跡から偶然に一株の

アヤメ(野花菖蒲:菖蒲の原種)を発見し

た舜三氏は、この花を殖やして後世に

残していくことが自らの使命と捉え、

自宅前の田んぼを利用して本格的な栽

培を始めました。その努力が実り、「唐

木田の里」は「花菖蒲の里」として一躍

名所となり、華麗な花が咲き揃う 6 月

頃は訪れる人で賑わいました。 

しかし、1983 年（昭和 58）唐木田地

区の造成工事が始まると、旧住民は集

団転居。山は削られ川は暗渠となり谷

は埋められ、先祖代々暮らし続けた農

家の家々も谷戸の自然も全て失われま

す。（「花菖蒲の里」も埋められ消失し

ますが、約 6 千株の菖蒲は苦労の末に

中沢池公園へ移植） 

1989 年(平成 1)造成が終わると転居

していた人たちは戻り始め、翌年唐木

田駅が開業すると、何もなかった駅前

にはビルが建ち、商業や民間企業施設

ができ、戸建て分譲も行われ、新しい

「街づくり」が始まりました。その頃、

 

からきだの道整備の基本計画も始まり

ます。当時予定地は東側に一部既存林

が残されたものの大半は切土法面と擁

壁に変貌していました。 

計画目的は、唐木田地区のビューポ

イントとして後背の府中カントリーと

のまとまったみどりの形成。もう一つ

は、唐木田の原風景と出会える古き良

きからきだの道の復元。1991 年には旧

住民の意見を取り入れ計画に反映させ

るためのヒアリングと用地踏査が行わ

れました。 

その中に『唐木田物語』、『おしゃも

じ様』の著者横倉鋭之助氏も臨まれ、

住民側は「唐木田の歴史をからきだの

道に留めたい」と強く要望しました。

1997 年(平成 9)に開園したからきだの

道の各ポイントには説明板が設置され

ていますが、「しゃぐじいの森(おしゃ

もじの森)」、「隠し砦(砦山)」、「寺の入

り(寺ノ入の湧水)」、「どうきん(堂近)」

などは地名の由来や歴史を後世に伝え

るために設けられたものです。 

最後に『落合名所図絵』などこの地の

かつての原風景や暮らしぶり、言い伝

えや自身と多摩の歴史との関わりを綴

った数々の著作を残された峰岸松三氏

の心に残る言葉を紹介しましょう。 

“過去を離れて未来はありません。発

展だけで歴史や文化・伝統を忘れた街

はいびつ。発展と伝統・文化の両方をあ

わせ持った｢街づくり｣をしたい” （了） 

しょうぶかん 
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多摩市立唐木田コミュニティセンター 〒206-0034 多摩市鶴牧 6 丁目 14 番地 TEL: 042-338-6333  休館日：第 2・第 4 月曜日 

※唐木田図書館休館日：毎週月曜日、祝祭日 ※和カフェ：当分の間休業 

橋場万里子  多摩の歴史さんぽ（２８） 

 

多摩川の水害と関連地名 

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩(公益財団法人多摩市文化
振興財団)学芸員。東京都立大学、東京医療
学院大学、お茶の水女子大学非常勤講師。 

この地をこよなく愛する 

近藤  眞澄  唐木田の原風景と出会え、散策が楽しめる緑地（４） 

筆者紹介：近藤眞澄(こんどう ますみ) 
「からきだの道の会」幹事。パルテノン 
多摩市民学芸員。IT 会社アドバイザー。 
唐木田在住。 六畝歩(ろくせぶ)公園 公益財団法人多摩市文化振興財団撮影

影 

横倉舜三氏 画 



                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの作品展示 

～ 「こんな家に住みたいな、 

こんな多摩になってほしいな」展 ～ 

☆期 間：10 月 17 日(日) ～ 10 月 31 日(日) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆場 所：１階展示スペース他 

☆作 品：中組子ども会、唐木田子ども会、 

すももキッズ 

☆主 催：文化部会 

  

ハロー From Shobukan からきだ菖蒲館広報紙 

次号は 10 月 24 日 発行予定 

 

  

 

 

 

 

日曜朝市 

地元産の新鮮な野菜が菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 119 回  9 月 19 日(日) 9:00～11:00 

     第 120 回 10 月 17 日(日) 9:00～11:00 
毎月 1 回実施(原則第 3 日曜日)     

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆販売品：地元産の野菜など 

☆主 催：日曜朝市実行委員会 

 
※問合せ・申込：☎042-338-6333(事務局)10:00 より 

 

花いっぱい運動でつくる“絆” 

みなさんのご協力で、駅前広場や菖蒲館は四季折々、

様々な草花でいっぱいです。お気軽にご参加下さい。 

☆日 時： 9 月 18 日(土) 10:00～ 
     10 月 16 日(土) 10:00～ 

 

 

 

☆場 所：菖蒲館玄関前 

☆主 催：まちづくり部会 
※この活動は一般財団法人セブン-イレブン記念財団の助成を受けています 

 

菖蒲館からのお知らせ 

各イベントは新型コロナウイルスの感染状況に 

より中止にすることもあります。 

最新の情報は、電話、掲示板およびホームページ 

でご確認ください。 

来館時には手指の消毒とマスクの着用を。 

貸室使用時には十分な換気の確保と、 

使用後の消毒・清掃にご協力ください。 

菖蒲館ウォーキング 

 ～ 野津田公園方面 ～ 

☆日 時：9 月 29(水) 9:30 菖蒲館集合 

☆コース：菖蒲館～一本杉公園～野津田公園 

～里山交流館(解散) 

 

 

 

 

 

 

☆参加費：100 円(保険代ほか) 当日直接受付 

☆持ち物：タオル、飲み物、帽子等 

☆主 催：健康･スポーツ部会 

福祉なんでも相談会 

～ 福祉、介護、認知症ほか 気になる事、悩み事、 

     どなたでもご利用できる身近な相談窓口です ～ 

☆日 時： 9 月 21 日(火) 14:00～16:00 

     10 月 19 日(火) 14:00～16:00 

☆場 所：1 階第１会議室 ☆参加費無料(直接会場へ) 

※相談員は社協・包括の職員｡相談内容は守られます 

☆主 催：福祉部会、多摩市社会福祉協議会 

     多摩センター地域包括支援センター 

キッズクラフト Vol.１０ 

～ 日本の伝統的遊具 お手玉作りにチャレンジ！ ～ 

☆日 時：9 月 25 日(土) 10:00～ 
☆場 所：２階ホール  

☆対 象：小学生以上(事前申込制) 

※小学１～３年生は必ず保護者同伴で 

☆定 員：約 20 名 

☆参加費：50 円 

☆申込み：9 月 4 日(土)10:00 より受付 

唐木田児童館 ℡ 042-338-2277 

☆主 催：文化部会 

☆共 催：唐木田児童館 

子どもたちの作品展示 

～ 「化けて笑ってみんないっしょに」ハロウイン展 ～ 

☆期 間：9 月 14 日(火) ～ 10 月 31 日(日) 
 

 

 

 

 

 

 

☆場 所：１階展示スペース他 

☆作 品：りすのき保育園、おだ認定こども園の園児 

☆主 催：文化部会 

 

会  場 ： ロビー 

入場料 ： ￥３００(中学生以下無料) 

定  員 ： 40名 要予約（受付：９月１日 10:00～） 

出  演 ： 岩佐 めぐみ 

主  催 ： 広報部会 

共  催 ： 図書館、児童館 

◆ ９月２３日(木・祝) 14:00開場 14:30開演 

 

岩佐めぐみさんの朗読会 
『 わたしはクジラ岬にすむクジラといいます 』 

全国学校図書館協議会・選定図書（2003） 

 

菖蒲館まつりの開催は検討中です 

今年度の「菖蒲館まつり」は現在、実施内容を検

討中です。決まり次第、掲示・電話およびホーム

ページでお知らせいたします。 （8 月 6 日現在） 

   運営協議会 

■ 岩佐
い わ さ

 めぐみ 

童話作家。多摩美術大学

グラフィックデザイン

科卒。多摩市で生まれた

『ぼくはアフリカにす

むキリンといいます』(偕

成社)で権威あるドイツ

児童文学賞を日本人で

初めて受賞(2018)。学校

その他で講演。 


